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　今年度から新企画として、みなさんと研究者が気軽に話し合えるサイエンスカフェを開催していることから、特集として取り上げました。
お陰さまで、毎回、定員を超えるお申込があり盛況です。また、市民大集合や公開セミナーも引き続き開催しますので、こちらもよろしく
お願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（編集担当　岸元・蛭間）

環境保全に取り組む市民（団体）が集い、相互交流をはかることを目的に平成 22 年度から開催しています。今回は、
烏川緑地市民会議の方々の活動フィールドを訪問し、現地散策と地域の魅力や今後の活動のための連携やヒント等
について、幅広い話し合いを予定しています。

長野県環境保全研究所では、日頃の活動で得られた研究成果を県民の皆さんにわかりやすくご紹介するとともに、
地域の自然の魅力や課題、今後に向けた取り組みについて皆さんと一緒に考えることを目的として、毎年公開セミ
ナーを開催しています。今年度は千曲市で開催しますので、ご参加をお待ちしております（参加申込は不要）。

日時：平成 26年 10 月 25 日（土）　10:00 ～ 15:30
場所：長野県烏川渓谷緑地（安曇野市）
共催：長野県烏川渓谷環境管理事務所／　協力：烏川緑地市民会議
内容：
〇フィールド訪問
　烏川渓谷緑地　森林エリア
〇活動紹介・意見交換会など

日時：平成 26年 12 月 14 日（日）　13:00 ～ 16:00（開場 12:00）
場所：更埴文化会館・小ホール（千曲市杭瀬下 1丁目 64 番地）
共催：千曲市／後援：千曲市教育委員会／協力：NPO千曲市環境市民会議
内容：
〇基調報告
　「千曲市における稀少動植物の現状」中山洌・宮沢　誠（千曲市 RDB作成委員会）
〇研究紹介
　・県版レッドリスト改訂により見えてきた希少種の現状	 堀田昌伸
　・千曲川流域で増えはじめた外来種	 大塚孝一
　・上田泥流の起源	 富樫　均
　・市民参加調査「信州・温暖化ウオッチャーズ」	 畑中健一郎

平成 26 年度のこれからの催し
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公開セミナー

　一緒に体験！　自慢のフィールド　（安曇野）

　ちくまの自然は「いま」
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